
（別紙３）

～ R8年3月31日

（対象者数） 16 （回答者数） 14

～ R8年3月31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 研修等をはかり、さらなる支援力の強化を目指していく。

2 お子様の意見を取り入れる機会を増やしていく。

3
宿題がないお子さんや宿題が早く終わったお子さんの

課題の充実を図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 パーテーション等を使用し、臨機応変に対応していく。

2 積極的に外部の研修に参加していく。

3 今後はグループ外の事業所とも交流を図っていく。

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスMORE~モア～広川校

○保護者評価実施期間 R8年3月16日

○保護者評価有効回答数

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

R8年3月16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 年　月　日

○従業者評価実施期間

外部との交流が少ない。
職員のスキルアップのため、まずはグループ内での

交流を行った。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

クールダウンできるスペースが少ない。 1階がワンフロアのため。

専門性が少ない。 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が不在のため。

コミュニケーションの取り方を学ぶことが出来る。
お友達との関わりを通し、適切な声掛けの仕方を

その都度学んでいる。

様々な活動に取り組むことが出来る（体を使った活動、製作活
動、SST等）。

曜日で固定せずにどのお子様も満遍なく
取り組めるように調整を行っている。

集中して学習に取り組むことが出来る。 学習を行う時間を統一している。

事業所における自己評価総括表（放課後等デイサービス）公表


